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大豆の収穫

　少しずつ寒さが押し寄せてきてい

る10月、きたみらい管内では大豆の

収穫が順調に進みました。

　茶色く色づいた大豆をコンバイン

で次々に収穫し、トラックに積み込

んでいきます。ＪＡ担当者は今年の品質について「収穫

作業前の天候不良で多少しわが寄っているが、収量につ

いては例年より多収を見込んでいる」と話しています。

　今年の大豆の作付面積は約780㌶で大豆の収穫作業は

11月上旬まで行われました。

（菊池　光祐）

農業とＪＡの魅力発信を
　

今
年
の
10
月
に
、
地
域
住
民
へ
農
業
や
Ｊ
Ａ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
台
の
ト
レ
ー

ラ
ー
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
ま
し
た
。
２
台
の
ト

レ
ー
ラ
ー
に
玉
ね
ぎ
や
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
、
き
た

み
ら
い
産
の
野
菜
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
描
き
、

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
華
や
か
さ
や
イ
ン
パ
ク
ト

を
重
視
し
製
作
し
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
に
北
見
市
立
中
央
小
学
校
３
年
生

55
名
の
児
童
が
北
見
市
西
相
内
に
あ
る
玉
ね
ぎ

集
出
荷
施
設
で
の
見
学
を
終
え
、
撮
影
に
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。
肌
寒
い
中
、
児
童
た
ち
は
ト
レ

ー
ラ
ー
の
大
き
さ
に
驚
き
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
撮
影

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
撮
影
を
終
え
た
児

童
は
、「
近
く
で
ト
レ
ー
ラ
ー
を
見
る
の
は
初
め
て
。

ト
レ
ー
ラ
ー
や
絵
の
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
」
と
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
農
業
や
Ｊ
Ａ
の
魅
力
発
信
に
向
け
、
２

台
と
も
11
月
よ
り
市
内
各
地
を
走
り
回
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
大
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友
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）
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▲ラッピングされたトレーラー

　写真は10月10日、端野地区で撮影。端野町大豆刈取組合のコンバイン
で次々に刈り取られる様子です。
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農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

～
制
定
よ
り
72
年
目
の
11
月
19
日
～

　

本
年
9
月
30
日
、
本
会
は
平
成
27
年
の

農
協
法
改
正
に
伴
い
法
律
上
の
位
置
付
け

を
連
合
会
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
名
称
は

変
更
さ
れ
ず
、
事
業
と
し
て
も
会
員
の
相

協
同
組
合
原
則
の

基
本
に
立
ち

談
、
監
査
、
意
見
の
代
表
、
総
合
調
整
が

規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続

き
、
中
央
会
が
果
た
す
べ
き
基
本
的
な
機

能
で
あ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
結
集
軸
と
し

て
、
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
、

農
業
者
の
営
農
と
経
営
の
安
定
、
そ
れ
を

支
え
る
Ｊ
Ａ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す

の
で
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
程
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協

同
組
合
法
（
農
協
法
）
が
公
布
さ
れ
、
今

年
で
72
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農
業

者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、
「
農
業

生
産
力
の
増
進
」
と
「
農
業
者
の
経
済
的

社
会
的
地
位
の
向
上
」
を
図
り
、
国
民
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の
た

め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原
則
に

掲
げ
る
「
自
主
・
自
立
」
「
民
主
的
運

営
」
の
基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助
の
精
神

の
も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況
を
乗
り
越

え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と
生
活
の
安

定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

総
合
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
安
全
・
安

心
な
農
畜
産
物
の
生
産
と
、
豊
か
な
生
活

に
役
立
つ
購
買
品
の
供
給
、
地
域
の
豊
か

な
暮
ら
し
と
経
済
活
動
の
た
め
に
寄
与
す

る
信
用
事
業
、
総
合
的
な
暮
ら
し
の
保
障

の
た
め
の
共
済
事
業
、
健
康
な
日
常
生
活

を
営
む
た
め
の
医
療
・
福
祉
事
業
の
ほ
か
、

環
境
問
題
や
子
供
の
貧
困
問
題
な
ど
へ
の

取
組
み
等
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め

の
様
々
な
社
会
的
取
組
み
も
行
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
よ
う

に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
組

合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
等
の
間
に
お
け
る

農
業
機
械
・
発
電
機
等
の
融
通
や
、
被
災

地
へ
の
人
的
・
物
的
支
援
、
被
災
地
農
産

物
の
選
果
受
入
、
協
同
組
合
間
に
よ
る
募

金
活
動
な
ど
、
組
織
内
・
外
を
問
わ
な
い

助
け
合
い
の
精
神
に
よ
る
支
援
活
動
・
行

動
に
よ
っ
て
、
被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興

支
援
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
協
同
組
合
は
社
会
と
地
域

の
人
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に
、
永
年
に
亘

っ
て
多
く
の
分
野
で
そ
の
役
割
を
発
揮
し

て
き
て
い
る
の
で
す
。

助
け
合
い
の
精
神
に
よ
る

役
割
を
果
た
す

信
頼
と
絆
を
土
台
に
し
た

新
た
な
協
同
組
合
の
創
造

北海道農業協同組合中央会

会　長　飛　田　稔　章

特 集

　

そ
の
よ
う
な
中
、
「
協
同
組
合
の
思
想

と
実
践
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
更
に
昨
年
4
月
に
は
、
我
が

国
の
農
協
、
漁
協
、
生
協
、
労
働
金
庫
、

森
林
組
合
等
の
協
同
組
合
が
、
協
同
組
合

間
の
連
携
に
よ
っ
て
力
を
結
集
し
、
地
域

課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
日
本
協
同
組

合
連
携
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）
が
発
足
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
開
催
し
た
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大

会
で
は
、
前
回
大
会
で
設
定
し
た
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
北
海
道
５
５
０
万
人
と

共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村
』
の
実
現
」
を
継
承
し
、

「
農
業
所
得
の
増
大
と
、
多
様
な
担
い
手

の
確
保
・
育
成
」
と
「
次
代
に
つ
な
げ
る

協
同
組
合
の
価
値
と
実
践
」
に
向
け
て
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
に
集
う
組
合
員
、
役
職
員
の
皆
様

次
代
に
つ
な
げ
る

協
同
組
合
の

価
値
と
実
践
に
向
け
て

次
代
に
つ
な
げ
る

協
同
組
合
の

価
値
と
実
践
に
向
け
て

は
、
競
争
で
は
な
く
共
生
の
社
会
を
創
り

出
す
社
会
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
世
界

的
に
評
価
さ
れ
、
そ
の
価
値
と
役
割
を
高

め
始
め
て
い
る
協
同
組
合
の
仲
間
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
と
し
な
が
ら
、
対
話
運
動
の

実
践
を
通
じ
て
、
信
頼
と
絆
を
土
台
に
し

た
新
た
な
協
同
組
合
の
価
値
創
造
と
、
食

と
農
で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万

人
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
協
同
活
動
の
輪
を

広
げ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
新
自
由
主
義
経
済
へ
の
対

立
軸
と
し
て
の
協
同
組
合
の
存
在
意
義
を

高
め
、
永
年
に
亘
り
先
人
が
築
き
上
げ
た

地
域
農
業
並
び
に
地
域
社
会
の
基
盤
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
持
続
可
能
な
農
業
と
地

域
社
会
へ
と
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
は
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精
神
を

事
業
の
拠
り
所
と
し
、
今
後
と
も
組
合
員

の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
と
生

活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、

地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
農

協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
致
し
ま
す
。
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オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
祭
２
０
１
９
の
開
催

ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ
ー
完
成
報
告
会

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
青
年
部
協
議
会
は
10

月
12
日
、
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
祭
２
０
１

９
」
を
サ
ン
ド
ー
ム
北
見
で
開
催
し
ま
し

た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
の
紹
介
や
農
畜
産

物
・
加
工
品
の
販
売
を
始
め
、
子
供
た
ち

を
対
象
に
食
育
〇
×
ク
イ
ズ
や
、
ゲ
ー
ム

形
式
で
地
域
農
業
の
学
習
な
ど
を
行
い
、

青
年
部
と
消
費
者
と
の
交
流
と
農
業
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。
本
年
の
来
場
者
数
に
つ

い
て
は
２
０
０
０
人
で
、
住
民
の
関
心
が

う
か
が
え
る
祭
典
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
、
当
Ｊ
Ａ

　

10
月
７
日
に
北
見
市
西
相
内
の
玉
ね
ぎ

集
出
荷
施
設
内
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ

ー
の
完
成
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
北
見
通
運
株
式
会
社
の
協
力
で
、

農
業
や
Ｊ
Ａ
の
情
報
発
信
を
目
指
し
、
２

台
の
ト
レ
ー
ラ
ー
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し

ま
し
た
。
荷
台
の
側
面
部
分
に
は
、
玉
ね

ぎ
や
じ
ゃ
が
い
も
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描

き
、
魅
力
あ
る
農
業
や
Ｊ
Ａ
の
ア
ピ
ー
ル
、

サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
を
図
る
一
環
と
し
て
、

地
域
住
民
が
楽
し
め
る
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、
ス
チ
ー
ル
コ
ン

テ
ナ
移
送
用
と
し
て
国
内
初
の
段
付
き
ウ

イ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ
ー
で
あ
り
、
１
度
に
従

来
の
１
・
５
倍
で
あ
る
18
基
の
コ
ン
テ
ナ

を
積
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　

主
に
当
Ｊ
Ａ
の
各
選
果
場
か
ら
北
見
市

西
相
内
に
あ
る
玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設
へ
の

コ
ン
テ
ナ
移
動
時
に
使
用
さ
れ
る
予
定
で
、

１
日
に
３
０
０
基
を
運
搬
し
ま
す
。

　

完
成
報
告
会
に
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
西
川
孝

範
組
合
長
や
北
見
通
運
株
式
会
社
の
舛
川

誠
代
表
取
締
役
社
長
ら
関
係
機
関
か
ら
約

40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
西
川
組
合
長
は

「
当
Ｊ
Ａ
の
特
産
品
を
地
域
の
方
へ
Ｐ
Ｒ

で
き
る
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
て
頂
き
、
制

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
販
売
し
、
中
で
も

「
玉
ね
ぎ
と
チ
ー
ズ
が
溶
け
込
ん
だ
ポ
ー

ク
カ
レ
ー
」
は
新
商
品
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
来
場
者
の
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
販
売
し
た
商
品
は
、
牛
す
じ
カ
レ

ー
、
ポ
ー
ク
カ
レ
ー
、
黒
カ
レ
ー
、
各
種

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
玉
葱
醤
油
、
玉
葱
焼
肉

の
た
れ
、
オ
ニ
オ
ン
コ
ン
ソ
メ
、
白
花
美

人
で
、
お
客
さ
ん
か
ら
は
口
々
に
「
食
べ

た
こ
と
あ
る
よ
」
と
い
う
返
答
を
い
た
だ

き
、
き
た
み
ら
い
商
品
が
広
く
知
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

▲接客を行う青年部役員

▲ラッピングされたトレーラー

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

　

Ｊ
Ｒ
北
見
駅
南
多
目
的
広
場
で
10
月
26

日
、
27
日
の
両
日
に
北
見
市
観
光
協
会
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
主
催
の
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
北
見
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
も
出
店
し
、
職
員
が
思
い
思
い

の
格
好
で
仮
装
し
、
き
た
み
ら
い
産
の
き

た
ほ
な
み
を
使
用
し
た
パ
ン
や
加
工
品
な

ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
併
設
し
て
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
、
ク
ジ
引
き
や
輪
投

げ
を
用
意
す
る
な
ど
、
子
供
た
ち
を
中
心

に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
は
「
第
67
回
き
た
み

菊
ま
つ
り
」
も
併
催
さ
れ
て
お
り
、
双
方
の

来
場
者
が
両
イ
ベ
ン
ト
を
行
き
来
し
な
が

ら
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、
幅
広
い
世
代
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

▲くじを選んでいる男の子

▲輪投げを楽しむ女の子

▲きたみらいブースにて

〜
地
域
へ
食
と
農
の
魅
力
発
信
を
目
指
し
〜

〜
仮
装
し
地
域
と
交
流
〜

作
関
係
者
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
北

見
地
方
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
関
係

す
る
全
て
の
方
の
熱
意
が
、
地
域
の
方
へ

伝
わ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」
と
期
待

を
述
べ
、
舛
川
社
長
は
「
幅
広
い
世
代
に

受
入
れ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
管
内
や
道
内

に
発
信
さ
れ
て
い
く
と
思
う
。
玉
ね
ぎ
生

産
量
日
本
一
の
地
域
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、

全
国
か
ら
地
域
ま
で
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
物
流
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
11
月
よ
り
本

格
的
に
始
動
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。▲トレーラーからコンテナを降ろす様子

▲コンテナが積載されたトレーラー ▲ラッピングトレーラーの前で集合写真
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温根湯

▲白花豆がにお積みされた圃場

高級菜豆の
収穫作業が進む

～おいしい豆を届けたい～

　きたみらい管内では10月上旬から白
花豆や紫花豆、虎豆、大福豆の高級菜
豆の収穫作業が始まっています。10月
中旬から下旬にかけて各圃場で高級菜
豆がにお積みされ、天日にさらして乾
燥してる様子が多くみられました。今
年は大きな災害にあたることはありま
せんでしたが、ここ数年の高い気温で
花が落ちてしまい、収量に影響するな
ど生産者の方は頭を悩ませています。
　温根湯地区昭栄で白花豆や大福豆を
作付けする児玉三智夫さんの後継者で
ある友和さんは今年の出来高について
「今年も無事収穫作業までこぎつけら
れた。おいしい豆を消費者のもとへ届
けられるよう頑張りたい」と話してい
ます。
　きたみらい管内では、58戸が約190
ヘクタールの高級菜豆を栽培しており、
脱穀した後は当ＪＡの調製工場に運ば
れ、順次選別作業を行います。　　　
　　　　　　　　　　（菊池　光祐）

　きたみらい管内で10月中旬から、て

ん菜の収穫作業が始まりました。今年

は、総じて天候も良く順調に推移した

ことから、平年並み以上の収穫量に期

待がかかります。

　訓子府町弥生で移植と直播を合わせ

10㌶作付けしている風早央知さんは16

日より家族総出で収穫作業を始めまし

た。掘り取りから運搬までの作業を分

担し、次々と掘り起こされたてん菜は、

圃場脇に集積され年内には製糖工場へ

搬送されます。

　風早さんは「今年は収穫していても

手応えがあり、平年作以上の収量と糖

度に期待している」と話していました。

　当ＪＡのてん菜作付面積は約3,400

㌶、生産量は約20万1000㌧を見込んで

います。収穫作業は11月上旬まで続く

予定です。　　　　　（大石　友和）

　ＪＡきたみらい端野地区事務所と端
野町観光物産協会は10月20日、第15回
端野農業物産フェアを同事務所前特設
会場で開きました。前日から降り続い
た雨がやみ、もち米や青果物の特売
や、玉ねぎと馬鈴しょの詰め放題には
長い列ができていました。
　詰め放題で用意した約1,300キロの
玉ねぎと馬鈴しょが約30分で売り切
れ、参加した来場者は真剣な眼差しで
詰め込んでいました。また当ＪＡ女性
部が作った豚汁や、ＪＡ産「きたみら
い牛乳」の無料提供も人気を集めてい
ました。
　また、北見市の姉妹都市である宮城
県丸森町産のお米の販売を行い、約
300袋が完売。その他にも地場産馬鈴
しょを使った「神戸コロッケ」の試食
販売や、常呂漁協のホタテなど海産物
の販売も行いました。　　　
　閉会の挨拶で当ＪＡの山内幹司理事
は「今年は天候に恵まれ、豊作傾向と
なった。このように開催できたことを
感謝したい。しかしながら姉妹都市丸
森町では、台風による影響で甚大な被
害がでています。被災された丸森町に
対しての応援をよろしくお願いしたい」
と述べました。　　　（織田　和訓）

▲玉ねぎ・馬鈴しょの詰め放題に並ぶ来場者

端野農業
　物産フェア

～賑わいをみせた物産フェア～

高収量に
期待を込めて

園児と一緒に
収穫の喜びを

～てん菜収穫最盛～

▲ビートハーベスターで収穫する様子

～ＪＡきたみらい青年部南支部～

▲馬鈴しょを収穫する園児

　ＪＡきたみらい青年部南支部は10月
10日に置戸町にある「こどもセンター
どんぐり」の園児らと部員15名が春に
植えた野菜の収穫体験を行いました。
　食育活動として、年数回、春に仔牛
の哺乳体験と馬鈴しょや人参、ヤーコ
ン等、計８品程の野菜を植える播種体
験を行っています。
　園児たちは土の中から出てくる野菜
を一生懸命収穫しては、嬉しそうに周
りのお友達や先生に見せていました。
　園児の背丈以上に伸びたヤーコンを
収獲する際には、青年部の指導のもと、
数人で力いっぱい引き抜いては歓声を
上げていました。
　青年部南支部の有馬慎吾支部長は、
「置戸町の特産であるヤーコンを子ど
もたちに知ってもらい、たくさん食べ
てほしい。子どもたちを通じてヤーコ
ンをもっと広めていきたい」と話して
くれました。
　収穫された野菜は、給食として園児
らで食べる予定です。（大石　友和）

89
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　今回はJAきたみらい青年部東支部理事の小中浩幸さんに

登場いただきました。

（織田　和訓）

家族全員でもう一度ディズニーランドへ
温根湯地区・滝の湯

稲　田　　　耕さん（45歳）

静　枝さん（45歳）

こう

しず　　　え

　今回は女性部端野支部の安藤支部長に登場いただ

きました。                         （苧毛　鈴奈）

（碧斗くん）

（旭柊くん）

　碧斗くん、旭柊くんは苅谷亮祐さん、鮎美さんのお子さん

です。

　碧斗くんは「来年から小学生だから勉強を頑張りたい」、

旭柊くんは「ご飯をいっぱい食べること」と今後の意気込み

を教えてくれました。

　二人はケンカもしますが、お互いどちらかがいないととて

も寂しがるようです。取材中も妹の彩羽ちゃんを可愛がる様

子が見受けられました☆　　　　　　　　　（大橋　弥生）

北見地区・上仁頃

苅谷　碧斗くん

　　 　    あお と

（６歳）

　　　旭柊くん

　　　　　 あさ ひ

（４歳）

端野地区・川向

　安藤 幸子さん（60歳）

さち こ
端野地区・緋牛内

小中　浩幸さん（35歳）

ひろゆき

これからの課題

●農業を選んだ理由

　　兄が就農しないことから、自分が農家をやろうと決心しま

　した。

●理想としている農業経営とは

　　安定した作物の収量と収入の確保です。

●青年部活動で抱えている課題は

　　青年部活動における参加率の低下と部員同士の交流が希薄

　な点です。

●ＪＡきたみらい青年部の活動に期待してほしいこと

　　青年部本部を中心に新たな試みとして対外的な交流を行い、

　新たな農業サポーターの獲得を狙っています。

Qお付き合いのきっかけは?
　友人を通じて知り合いになりました。
　流しそうめんや飲み会がきっかけです。
Qお二人の趣昧は?
　耕さん………読書とインターネットの閲覧で
　　　　　　　す。
　静枝さん……洋服店でウインドーショッピン
　　　　　　　グすることです。
Qお二人でこれからしたいことは?
　子どもが親元を離れる前にもう一度ディズ
ニーランドに行きたいです。また、子育てが落
ち着いたら、自分の時間を使って過ごせたらと
思います。
Qお互い好きなところは?
　耕さん………優しい所と、普段気が付かない
　　　　　　　事にも気が利きしっかりしてい
　　　　　　　る所です。
　静枝さん……頼りになるところです。
Qお互いへの感謝の言葉
　耕さん………家事、子育て、農作業など毎日
　　　　　　　一生懸命してくれて本当にあり
　　　　　　　がとう。これからも健康第一で
　　　　　　　楽しく過ごしましょう。
　静枝さん……毎日忙しく過ぎていますが、お
　　　　　　　互いに協力しながら過ごせてる
　　　　　　　と思います。これからもよろし
　　　　　　　くお願いします。

（辻本　均）
▲今回のなかよし夫婦は親子での登場です。

　左上から～次女の奈々美さん、長男の雄介くん、長女の未奈美さん

「パパみたいな農家になりたい！」

「アイス屋さんになりたい！」

　休みの日は一日中、パパのお仕事のお手伝いをして

いるよ！

　サーティーワンのアイスよりも美味しいアイスを

作りたい！

▲左から碧斗くん、彩羽ちゃん、旭柊くん
いろ は

「女性部活動で出会いを
　　　　　　　　　増やしませんか？」　　　　　

◆旦那さんとの出会い、結婚に至るまで
　以前は子どもの頃からの夢だった看護師とし
て働いていました。夫とは北見の街で出会い、
誰にでも優しい人柄に惹かれました。でも、本
人たちよりも周りの人が結婚させようと頑張っ
ていたかもしれません。出会った頃は若かった
ので毎日のように会いに来てくれ、いつの間に
かお付き合いをするようになり41年前に結婚し
ました。当時は看護師と農業を両立したい気持
ちもありましたが農業に専念することにしまし
た！
◆趣味は？
　趣味は、お年寄りとふれあうことです。冬は
デイサービスやボランティア活動として、お年
寄りの話相手になったりしています。話すこと
で自分も一緒に癒されるのでいいですよ♪忙し
い時期もあり今は実現できていませんが、本当
はもっとやってみたいことはあります！
◆ご自身はどんな性格だと思いますか？
　どっしりと構えているので、何事もなんとか
なると思えるポジティブな性格です！また、人
前で話すのは苦手ですが、人の話や悩みなどを
聞くのは得意なほうだと思っています。
◆女性部活動で楽しいこと、今後の抱負は？
　実は、忙しさなどもあり女性部の活動に積極
的になれない時期もありました。ですが参加す
ると楽しいことがたくさんありました。そし
て、役員になってみると様々な活動があり、と
てもたくさんの人と巡りあえ宝物が増えまし
た！１人ではできなくてもみんなと一緒ならで
きることがあります！１人でも多くの人が女性
部に入り一緒に活動できるのを楽しみにしてい
ます。
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ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連 ＪＡ共済連北海道

ホクレン ＪＡ北海道厚生連

　10月５、６日、アクセスサッポロで開催され
た、こどものまち「ミニさっぽろ2019」に昨年
に続きブース出展しました。「ミニさっぽろ」
は、子ども達を対象にした職業体験のイベント
であり、ＪＡバンクのブースでは各ブースから
の依頼を受けて、給料
を用意する仕事を体験
してもらいました。
　子ども達に仕事の大
変さや楽しさ、そして
金融の大切さを伝える
機会を提供することが
できました。

　ＪＡ共済連北海道は、平成20年より地域貢献活
動の一環として、交通安全啓発運動を北海道警察
本部と連携し「旗の波運動」として取組んでいま
す。街頭で小旗等を振り、ドライバーに交通安全を
呼びかけ、交通事故の撲滅、および交通安全意識
の向上を目的に実施し
ております。
　今年度も札幌地区で
は９月27日に約50名で
共済ビル前の街頭で実
施しドライバー・歩行者
へ交通安全を呼びかけ
ました。

　ＧＡＰ（農業生産工程管理）の推進に向け、ホ
クレンは、農場評価の演習を盛り込んだ実践研
修会を８月26～27日に札幌市内の学校法人・八紘
学園北海道農業専門学校を会場に開催しました。
参加者は道央圏のＪＡ担当者・連合会職員など
約10名で、日本生産者ＧＡＰ協会の田上隆多事務
局長を講師とし、農場
評価制度の基本学習や
会場となった同校農場
にて実際の調査を演習
しました。参加者の各
組織での今後のＧＡＰ
推進に期待しています。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康

を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図る

ことを目的として、広報誌「すまいる」を発行して

おります。

　紙面をリニューアルし、より読みやすくさらに健

康に役立つ医療・健康

情報を発信しており

ます。10月発行分には

プレゼント付きアンケ

ートもございますので

是非応募にもチャレン

ジしてみてください。

　北海道農業協同組合中央会は平成27年の農協法改正により、
令和元年９月30日をもって法律上の位置付けを、農業協同組合
連合会に移行しました。改正法では、名称は変更しないことが
認められ、事業としては会員の相談、監査、意見の代表、総合
調整が規定されており、法律上の位置付けは変わるものの、中
央会が果たすべき基本的な機能は変わらないと認識しておりま
す。
　組織変更に伴い、９月30日に本会役職員に対して飛田会長よ
り訓示を致しました。訓示の内容については、「ＪＡ北海道中
央会」のYouTubeチャンネルよりご覧いただけます。
　今後も引き続き、ＪＡグループの結集軸として、持続可能な
北海道農業の確立、農業者の営農と経営の安定、それを支える
ＪＡをサポートする役割をしっかり果たして参ります。

冬 号
第 12 号
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強盗を想定した模擬訓練を実施
　ＪＡきたみらい端野支店で10月24日、北見警察署の

協力を得て防犯模擬訓練を行いました。職員20人が参

加した訓練では、強盗犯が押し入ったという想定で現

金を要求、警察が来てから犯人の特徴、服装などの聞

き取りを実施。本番さながらに対応し防犯意識を高め

ました。

　北見警察署の担当者は、「職員一人一人が役割分担

する事や、現金を小出しに渡し犯人を可能な限り引き

留めることが大事。年末は金融機関に強盗が押し入り

やすい時期でもあるので、訓練を意識した対応をお願

いしたい」と呼び掛けました。

▲真剣な表情で訓練に取り組む端野支店のみなさん

普
及
推
進
に
向
け

　   

可
変
施
肥
講
習
会
・
実
演
会

　

当
Ｊ
Ａ
と
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場

は
９
月
25
日
、
同
農
場
に
て
「
可
変
施
肥

講
習
会
・
実
演
会
」
を
開
催
し
、
生
産
者
や

関
係
機
関
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

こ
の
講
習
会
・
実
演
会
は
、
近
年
注
目

さ
れ
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
推
進

活
動
の
一
環
と
し
て
、
品
質
の
均
一
化
や

肥
料
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
の
効
果
が
あ
る

可
変
施
肥
技
術
の
周
知
を
目
的
に
行
い
ま

し
た
。

 

講
習
会
で
は
、
可
変
施
肥
の
有
効
性
や

事
例
紹
介
、
作
物
の
生
育
を
人
工
衛
星
か

ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
ス
ペ
ー
ス

ア
グ
リ
」
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
、
実
演
会
で
は
２
社
の
ブ
ロ

ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
を
用
い
て
可
変
施
肥
の

実
演
を
行
い
ま
し
た
。

 

参
加
し
た
生
産
者
か
ら
は
「
ス
ペ
ー
ス

ア
グ
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。

 
今
後
も
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
わ
る
講
習

会
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

▲▼可変施肥の実演をしている様子

　毎年、多くの消費者の方にご好評いただい
ている「長いもまつり＆収穫感謝祭」を次の
日程にて開催致します。
　旬の長いもをお買い得価格でご提供するほ
か、今回もマグロの解体実演及び特価販売を
行います。
　皆様のご来場をお待ちしております。
○と　き　11月17日（日）
　　　　　　午前８時30分～10時00分
　　　　　※市場業務により敷地内への入場
　　　　　　は午前７時40分からとなります
　　　　　　ので、ご了承願います。
○ところ　マルキタ地方卸売市場内
　　　　　（北見市東相内町39番地１）
○内　容　きたみらい産長いもをはじめ、新
　　　　　もち米、豆類、秋野菜、きたみら
　　　　　いの調理食品、オリジナル商品を
　　　　　販売します。また、牛乳の無料配
　　　　　布（数量限定）も行います。
※地方発送も行っていますので、自家用はも
　ちろん贈答用などでもお買い求め頂けます。

　同商品は、㈱湖池屋と当ＪＡのコラボによる、「ス

ノーマーチ」を使用したポテトチップスになっており

ます。

　㈱湖池屋では「新商品の開発と地域貢献」を軸に、

商品の開発に取り組んでおり、当地域で生産されてい

るスノーマーチに着目し、商品開発を行ってきました。

スノーマーチはシスト抵抗性で病害にも強い品種であ

ることから、きたみらい地域にとって馬鈴しょ生産を

安定して行うため、大きな期待を寄せている品種です。

　今回発売するポテトチップスは、スノーマーチのお

いしさを塩とホタテの旨みで凝縮し、厚切りにするこ

とでスノーマーチ特有の甘みを残しつつ、食感と素材

の味わいを楽しめる特徴を持っています。品種の知名

度向上、ブランド向上に大きく貢献できるものであり、

当地域のみならず全国のスーパーなどで11月中旬より

販売します。

販売店：生活協同組合コープ、道東アークス、イオン北
　　　　海道などのスーパーの他、全国のコンビニ、ド
　　　　ラッグストアなどでも販売を予定しています。

新発売!!「スノーマーチ」のポテトチップス
～湖池屋　じゃがいも心地～
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給油所

センター・地区事務所

資材店舗

整備工場

事 務 所
金 融 窓 口

（ＡＴＭ）
共済窓口業務

営　業　時　間
土曜日平日 日曜日 祝祭日

備　　　考

9:00～12:009:00～17:00 休み 休み 第２・第４土曜日休業
休み9:00～15:00 休み 休み

9:00～14:009:00～18:00 休み 休み
休み9:00～15:00 休み 休み

生活資材拠点店舗

営　業　時　間
土曜日平日 日曜日 祝祭日

備　　　考

9:00～12:009:00～17:00 休み 休み

第２・第４土曜日休業
農機修理工場含む
第２・第４土曜日休業

休み9:00～17:00 休み 休み
9:00～12:009:00～17:00 休み 休み

端 野 9:00～12:009:00～17:00 休み 休み

温 根 湯
置 戸

平日 土曜日 日曜日 祝祭日
8:00～19:00北見中の島セルフ

休み温 根 湯
休み留 辺 蘂

置 戸
訓子府セルフ
相内セルフ

休み上 常 呂
端野セルフ

8:30～18:00
8:30～18:00
8:30～18:00
8:00～19:00
8:00～19:00
8:30～18:00
8:00～19:00

営　業　時　間

8:30～17:00
8:30～17:00

8:30～17:00

8:00～18:00

8:30～17:00
8:00～18:00
8:00～18:00

8:00～18:00

備　　　考

平日 土曜日 日曜日 祝祭日
訓 子 府

営　業　時　間
備　　　考

休み 休み9:00～17:00 9:00～12:00

第２・第４土曜日休業9:00～12:009:00～17:00 休み 休み北 見

　11月１日より、就業時間が次の通り変更されてい
ますので、お知らせ致します。

（令和元年11月１日～令和２年３月31日）

営業時間変更のお知らせ第９回 理事会報告
　10月30日、午前９時00分より第９回定例理事会が開催

され、報告事項14件、決議事項５件が協議され、原案通

り承認されました。

　
【報告事項】

①令和元年度期中監査実施報告書について

②内部監査（総務企画部門）報告について

③組合員状況報告について

④財務状況報告について

⑤作況調査（10月15日）報告について

⑥農作業事故「ゼロ」運動　農作業安全標語コンクール

　の開催について

⑦外国人技能実習生の受入並びに実習概要について

⑧Ｒ元年産馬鈴しょ・玉ねぎの選果販売状況について

⑨Ｒ元年産共計豆類の仮渡金について

⑩Ｒ元年産もち米生産見込みについて

⑪消費税複数税率制度導入に伴う販売品の精算について

⑫生乳生産状況及び個体取引価格状況について

⑬北海道総合畜産共進会について

⑭平成30肥各種奨励金の支払いについて

　
【決議事項】

①出資減口について

②固定資産の取得について

③規程類の改正について

④女性役員登用に向けた今後の取り進めについて

⑤Ｒ２年産共計玉ねぎ・馬鈴しょ取扱要領の設定につい

　て（早出し取扱細則）

知らないと損！
　農業者年金の税金対策と保険料補助について



　　　穫物ももう少し。

　　　農作業安全で過ごしまし

　　　ょう。

　だんだん寒さが厳しくなってきました。
最後まで気を抜かずケガや風邪に注意してください！無事
収穫を終えられることを祈っています☆

（留辺蘂地区　今部　直廣さん）

1819

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

10月号まちがいさがしの当選者

応 募 方 法

　10月号のまちがいさがしの答えは「3、5、6、9、12」で
した。正解者29名の中から抽選の結果、当選者は次の
方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「大正金時と鶏肉の

キーマカレー」２箱をプレゼント致します。

（　　　）内は地区名

・谷川　智洸さま（端　野）・会田　佳弘さま（端　野）
・本田　明子さま（温根湯）・伊東　咲乃さま（置　戸）
・遠藤　希美さま（訓子府）・島貫　　渉さま（訓子府）
・小池エミ子さま（訓子府）・岡崎　正晴さま（訓子府）
・柴田　　悠さま（訓子府）・渡邊　隆裕さま（訓子府） 　答えが解った人は、別紙の応募用紙

に答え（番号）と広報誌へのご意見・
ご感想を記入してFAXでご応募下さい。
　抽選で10名の方に、ＪＡきたみらい
の「白花美人」３袋をプレゼント致し
ます。

　　　が近かった収穫時期ですがやっと片付き、11

　　　月には孫のおゆうぎ会、学芸会など4カ所行く

ことになります。忙しいけれど楽しみでもあります。

　まだまだ忙しい日々が続きますね。お孫さんの成
長がみられる貴重な機会楽しんできてください♪

（匿名希望さん）

雨 　　　回のまちがいさがしは、けっこうはやく見つけ
　　　られました！ちょっとまちがいを見つけるコツ
がわかってきたような気がしました。これからもまち
がいさがし楽しみにしています！！

　今回のまちがいさがしは簡単だった方も難しかったとい
う方もいたようです！まちがいさがしにもコツがあるんで
すね…みなさんに教えていただけると嬉しいです(^^)/

（置戸地区　伊東　咲乃さん）

今

　　　ねぎの収穫が終わり、残すはビートと秋耕しと
　　　なりました。我家ではもちろんみなさんがケガ
なく終了できればいいですね。おひさまサラダは各地
のイベント、活動が見れて楽しいです。

　これからもおひさまサラダでは地域のイベントや活動を
紹介していきたいと思います。掲載希望の出来事などがあ
りましたら是非お知らせください！お待ちしています。

（端野地区　会田　佳弘さん）

玉 収



URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

責
任

者
/

西
川

孝
範

　
　

編
集

者
／

営
農

振
興

部
：担

い
手

グ
ル

ー
プ

・朝夕の冷え込みが厳しくなり、体調を崩しやすい時期になってきまし
　た。農作業や外出の際は温度調節のできる格好をするなど体を気遣っ
　てあげてください！
・先月は比較的天候に恵まれ、収穫がスムーズに進んだのではないでし
　ょうか。今後もビートや大豆などの収穫も無事終えられるよう願って
　います。
・10月号では地域だよりとして各地域のイベントを紹介しています。お
　忙しい時期ですが息抜きにご覧ください。そして来年は是非イベント
　に参加してみてはどうでしょうか♪　　　　　　　　    （苧毛　鈴奈）

（令和１年９月17日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,655人

6,329人

979戸

110,389百万円

13,321百万円

4,855百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「キッチン晴人（ハレジン）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

スペアリブの煮込み白身魚の揚げだし菊花あん

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（2人分）◆

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（2人分）◆
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・今年、度重なる台風が本州に相次いで上陸し、甚大な被害を及ぼしま
　した。特に、台風19号による被害は、過去に例を見ないほど大きく、多
　数の犠牲者が出たほどです。被害に遭われた地域が一刻も早く復旧・
　復興することを願っています。
・さて、朝晩の気温もグッと低くなり、冬の足音が近づいてきました。
　農作業も大詰めを迎えている時期かと思います。体調管理には十分気
　を付けて、農作業事故「ゼロ」を目指し、ヒヤリ・ハットを家族間で
　共有していきましょう。　　　　　　　　　　　　　  （大石　友和）

（令和１年10月21日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,656人

6,318人

979戸

109,631百万円

14,222百万円

4,855百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「キッチン晴人（ハレジン）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

マグロの揚げたたき白身魚のグリルサラダ きのこのバルサミコ掛け

❶フライパンにオリーブ油をひき、塩・こしょう

した白身魚を皮目から弱火でじっくりと両面焼

き上げる。白身魚を取り出す。

❷きのこマリネを作る。①のフライパンにオリー

ブ油を足し、つぶしたニンニク、ほぐしたきの

こ類、白ワインを入れ、塩・こしょうをして中

火で炒め、仕上げにバルサミコ酢としょうゆを

回し掛ける。

❸皿にちぎったサニーレタス、食べやすい大きさに

切ったパプリカ、レンコン、グリルした白身魚を

のせ、パセリを散らし②を掛けて出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（2人分）◆

❶マグロのさくに塩を擦り込み30分ほど
置き、水気をしっかりと拭き取る。
❷①のマグロに小麦粉を付け軽くたたく。
❸揚げ油を185度に熱し、②を周りがきつ

ね色になるまで揚げる（60～90秒ほ
ど）。
❹揚がった③の油をペーパータオルで拭き、

切り出す。付け合わせの野菜、器に入れ
たおろしポン酢、レモンを添えて出来上
がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（2人分）◆
……………2切れ

…50g

…適宜

……1/4把

…1/2個

……大さじ1

………適宜

白身魚

レンコン

（下ゆでして厚切りに）

パセリ（みじん切り）

サニーレタス

パプリカ

（赤、黄合わせて）

オリーブ油

塩・こしょう

…………1パック

………1パック

……………1片

……大さじ1

…大さじ1

………小さじ1

………大さじ1

………適宜

きのこマリネ

シメジ

マイタケ

ニンニク

オリーブ油

バルサミコ酢

しょうゆ

白ワイン

塩・こしょう

………………………150g
………………お好みで

…………………………………1/8個

…大さじ2
……………………………………適宜
……………………………………適宜

……………………………………小さじ1

マグロ（さくで）
付け合わせ野菜各種
レモン
おろしポン酢だれ
（大根おろしにポン酢を掛けた物）
揚げ油
小麦粉
塩


